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九十九里浜平野の地形と遺跡分布

松　原　彰　子

1 ．はじめに

砂州地形（coastal	ridges）は海岸線に平行する高まりの地形で，砂州（coastal	

barriers），浜堤（beach	ridges），海岸砂丘（coastal	dunes）などの地形を総称したも

のである。砂州地形は，日本の海岸平野に広く分布しており，その形態は多様である

（代表例：天橋立，三保半島，九十九里浜平野，仙台平野，新潟平野）。

筆者は，地形形態の異なる複数の砂州地形を対象に完新世の地形発達史を復元し，

それらの比較を行ってきた。その結果，現在の地形形態の違いにかかわらず，砂州地

形の発達過程は地球規模の気候変化・海面変化の影響を，共通に受けてきたことが明

らかになった。その一方で，現在見られる形態の違いは，それぞれの地域における基

盤地形や，地殻変動，土砂供給量の特性を反映したものであることも明確になった

（Matsubara,	1988；松原，1989；2000；Matsubara,	2002；2005）。

さらに，砂州地形が人間活動の場としてどのように位置づけられてきたかを明確に

する目的で，複数の海岸平野において砂州地形上に立地する遺跡分布の検討も進めて

きた（Matsubara,	2003；2013）。砂州地形は周囲に比べて海抜高度が高いことから，

集落を形成するのに適した地形と考えられる。ところが，砂州地形の完成時期と遺跡

の時期を比較した結果，両者の間に大きな時間差が存在することが明らかになった。

人間が砂州地形の上に集落を形成するようになるのは，砂州地形が海に直接面してい

る時期ではなく，完新世後半の海面安定期以降，海側に新たな砂州地形が形成されて

からである。すなわち，砂州地形が完成してから，そこに人間が定住するまでには数

千年の時間が経過している。このことは，海に直接面した“高台”としての砂州地形

が必ずしも安定した場ではなかったことを示唆している。安定していない理由として，

台風などによる高潮に加えて津波の影響が考えられる。
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2011年の東北地方太平洋沖地震による津波は，太平洋沿岸の砂州地形を越えて後背

湿地を広く浸水させる被害を及ぼした（原口・岩松，2011）。このことから，今回のよ

うなマグニチュード 9 クラスの超巨大地震が，砂州地形を含む海岸平野に地形変化を

及ぼす可能性が示された。超巨大地震の発生頻度は高くないことから，完新世におけ

る砂州地形と人間活動との関係は，今後の海岸平野における防災を議論する際の基礎

情報としても貢献できるものと期待される。

九十九里浜平野は，浜堤列平野型の砂州地形が発達する海岸平野に分類され（松原，

2000），日本の中で特に浜堤列の発達が顕著な平野であり，その上には多くの遺跡が分

布している（森脇，1979；Moriwaki，1982）。

本研究では，空中写真判読に基づいて九十九里浜平野の微地形分類を行い，砂州地

形の分布状況を明確にするとともに，その発達過程と遺跡立地について考察する。

2 ．九十九里浜平野の地形

九十九里浜平野は，太平洋に面して北東―南西方向に分布しており，その規模は海

岸線に沿った長さが約60km，幅（奥行き）は約10km と，日本の浜堤列が発達する平

図 1 　調査地域図
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野の中でも特に大きい（図 1 ）。平野は，南部の丘陵および中部・北部の台地の東側に

広がる。南部の丘陵は，茂原から南に分布し，鮮新統・更新統の上総層群で構成され

ている。また，中部・北部の台地は下末吉面に対比される下総台地で，茂原以北に分

布している。一方，沖合の太平洋の海底には，広い大陸棚が発達している。

地殻変動の点では，本地域は関東造盆地構造の周縁部に位置し，第四紀後半におけ

る隆起地域にあたる。下総台地の高度分布から，南部では北東への傾動，北部では西

への傾動が，それぞれ認められる（森脇，1979）。

平野を流れる主な河川は，南から順に一宮川，南白亀川，真亀川，作田川，木戸川，

栗山川，新堀川，新川であり，いずれも内陸側から砂州地形を横断する形で太平洋に

流入している。

本地域に分布する複数の砂州地形は，内陸側から順にＩ，II，III の 3 帯に分類できる。

砂州地形は全般に，平野南西部の方が北東部に比べて発達が良好である。特に，砂州

地形 II 帯の発達は，南西部で顕著である（図 2 ， 3 ）。

九十九里浜平野中部の作田川沿いと，木戸川―栗山川間の海岸部において津波堆積

物の分布を調査した結果，2011年の東北地方太平洋沖地震による津波は，それぞれ海

岸線から最大約 1 km 内陸まで到達したことが報告されている（藤原ほか，2011；

2012）。すなわち，津波は砂州地形 III 帯のうち最も海側に分布する砂州地形を越えて

後背湿地に達したと推定できる。

3 ．九十九里浜平野の地形発達史

九十九里浜平野において，完新世海進（縄文海進）最拡大期にあたる約6,000	yr	BP

以降の地形発達史は，森脇（1979），Moriwaki（1982）によって，微地形解析と堤間

湿地の堆積物の層相分析および14C 年代値に基づいて詳細に復元されている。それによ

れば，海進に伴う内湾形成期の6,000 ～ 5,500	yr	BP には，内湾を閉塞する砂州の形成

が始まっていたことが明らかになっている。その後の海退過程において，複数の浜堤

列が形成されていった。砂州地形 I 帯，II 帯，III 帯の形成時期は，それぞれ5,500 ～

4,000	yr	BP，4,000 ～ 2,000	yr	BP，約1,500	yr	BP 以降と推定されている。

海岸線の位置については，平野中央部の九十九里町において砂州地形 II 帯と III 帯

の堤間湿地に堆積している海成層に含まれる貝化石の14Ｃ年代値から，2,500 ～ 2,200	
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yr	BP に砂州地形 II 帯と III 帯の間に海岸線があったことが推定されている。また，享

保20年（1735年）の絵図から，真亀川河口から作田川河口付近にかけての海岸線は現

在よりも約400ｍ内陸に位置していたことが示されている（森脇，1979；Moriwaki，

1982）。

砂州地形による内湾の閉塞過程については，平野北東部に位置し，砂州地形Ｉ帯に

閉塞された後背湿地（椿海と呼ばれるかつての潟湖）を構成する堆積物の解析が行わ

れている。その結果，椿海西部では約5,500	yr	BP には潟湖が沼沢地化し始めていたの

に対して，椿海東部では同じ時期にまだ潟湖の環境にあったことが明らかになった

（森脇，1979；Moriwaki，1982）。このことから，砂州地形Ｉ帯による椿海の閉塞は西

部から始まり，東部が閉塞される時期との間に時間差があったと推定される。

一方，増田ほか（2001	a，b）は真亀川に沿って複数のオールコアボーリング試料を

採取し，それらの層相解析と14C 年代測定を行った。そこで描かれている地質断面図に

よれば，現在の海岸線から約 7 km 内陸の砂州地形 I 帯が分布する地点で，海抜高度－

10m 付近に埋没海食台と推定される地形の存在が読み取れる。このことから，少なく

とも砂州地形 I 帯は，完新世の海面上昇過程で形成された海食台を土台にして発達し

ていった可能性が考えられる。浜堤列平野型の海岸平野において，基盤地形である埋

没海食台上に砂州地形が形成されている例に，相模川下流低地や駿河湾沿岸の清水低

地がある（松原，2000）。

4 ．九十九里浜平野の遺跡分布

砂州地形上に立地する遺跡分布を見ると，最も海側の III 帯上は I，II 帯に比べて遺

跡の分布が少ない。しかも，その多くは歴史時代のものであり，縄文時代の遺跡は北

東端付近を除いては確認されていない（図 2 ， 3 ）。縄文時代以降の遺跡の多くは砂州

地形 I 帯上に分布する傾向が見られるが，平野の中部および東部では砂州地形 II 帯に

も認められる。菊地（2001）によれば，縄文時代の遺跡の大半は平野に面する台地上

に分布しているが，平野に立地する遺跡としては北東部の椿海を閉塞した砂州地形 I

帯上のものがあげられる。これらは，加曽利 E 期（4,500 ～ 4,000	yr	BP）および堀之

内期（3,500 ～ 3,200	yr	BP）の遺跡で，作業場や包蔵地に分類されており，漁労小屋

のような役割を持っていた可能性が推定されている。
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弥生時代以降の遺跡は，主に砂州地形 I 帯と II 帯に分布している。また，古墳時代

以降の遺跡についても I 帯と II 帯が中心であるが，平野の南西端および北東端では III

帯上にも分布が確認される。

5 ．まとめ

本研究では，日本を代表する浜堤列が発達する九十九里浜平野を対象にして，空中

写真判読によって砂州地形の詳細な分布を明確にした上で，従来の研究で示されてい

る地質および年代に関する資料の再検討を行い，砂州地形の発達過程における特徴を

明らかにした。また，平野に立地する遺跡分布についても検討を行った。その結果，

以下の点が明らかになった。

1 ．砂州地形のうち最も内陸側に位置する I 帯は，埋没海食台を土台にして発達して

いった可能性が考えられる。

2 ．平野東部の椿海を閉塞した砂州地形 I 帯の完成時期には東西で時間差があること

から，I 帯による閉塞は西から東に向かって進行したものと推定される。

3 ．縄文時代から古墳時代までの遺跡の分布は，砂州地形 I 帯と II 帯に集中する傾向

が認められる。一方，III 帯上には，主に歴史時代の遺跡が立地している。砂州地

形の形成時期と遺跡の時期との比較から，砂州地形が完成した後そこが高潮や津

波の影響を受けにくい，人間活動にとって安定した場になるまでには，時間差が

あったことが考えられる。東北地方太平洋沖地震で，津波が砂州地形 III 帯のうち

最も海側の砂州地形を越えているという事実は，このことと調和的である。

本研究では，地質および年代に関する新たな資料を得ることができなかったため，

完新世を通しての砂州地形発達史を明らかにすることはできなった。今後は，特に砂

州地形 I 帯によって閉塞された後背湿地における古環境変遷の解析を行い，詳細な地

形発達過程を復元する必要がある。
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